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国民健康保険の専決処分、承認できない！

賦
課
限
度
額
が

万
円
か
ら

万
円

77

81

問

後
期
高
齢
者
支
援
金
及
び
介
護
保
険
納

付
金
に
係
る
賦
課
限
度
額
の
世
帯
数
と

最
高
限
度
額

万
円
に
達
す
る
世
帯
数

81

は
。

答

後
期
高
齢
者
支
援
金
の
対
象
者
は

世
17

帯
︵
増
加
分

万
円
︶︑
介
護
保
険
納
付

34

金
は

世
帯
︵
増
加
分

万
円
︶︒
最
高

31

62

限
度
額
は

世
帯
が
影
響
を
受
け
る
︒

13

問

保
険
税
の
軽
減
対
象
者
の
拡
大
は
。

答

５
割
軽
減
は
﹁
基
準
額

万
円
＋

万

33

45

円
×
被
保
険
者
数
﹂︑
２
割
軽
減
は
﹁
基

準
額

万
円
＋

・
５
万
円
×
被
保
険

33

24

者
数
﹂
に
な
る
︒

問

今
後
の
国
民
健
康
保
険
の
見
通
し
は
。

答

平
成

年
度
は
単
年
度
収
支
で
黒
字
だ

25

が
︑

年
度
は
赤
字
が
予
想
さ
れ
る
︒

26
年
度
か
ら
は
基
金
で
赤
字
補
填
を
し

27て
も

年
度
は
基
金
も
枯
渇
す
る
見
通

29

し
だ
︒
そ
の
前
に
保
険
税
の
改
定
を
検

討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
︒

問

議
会
の
審
議
権
を
奪
っ
て
い
る
。
専
決

処
分
を
し
た
理
由
は
。

答

国
の
法
律
が
３
月
末
に
改
定
さ
れ
︑
４

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
に
は
時
間
的
余

裕
が
な
か
っ
た
︒

税
条
例
の
一
部
改
正
で
、
軽
自
動
車

税
が
上
が
る

問

税
率
変
更
の
根
拠
は
。

答

国
の
地
方
税
法
改
正
に
伴
い
︑
最
低
税
率

︵
年
額
︶
を
２
０
０
０
円
︵
原
動
付
自
転

車
︶
に
引
き
上
げ
︑
軽
２
輪
︑
農
耕
作
業

用
や
自
家
用
乗
用
車
は
１
・
５
倍
︑
そ
の

他
は
１
・

倍
に
改
正
し
て
い
る
︒

25

問

平
成

年
改
正
ま
で
含
ん
で
の
税
条
例

29

に
な
っ
て
い
る
が
、
広
報
等
は
ど
う
す

る
の
か
。

答

国
の
法
律
改
正
に
伴
っ
て
の
一
括
し
た

改
正
で
あ
り
︑
町
民
へ
の
周
知
徹
底
を

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
っ
て
い
く
︒

法
人
町
民
税
は
引
き
下
げ

問

法
人
税
割
税
率
を

・
７
％
か
ら

・

14

12

１
％
に
引
き
下
げ
る
が
︑
上
限
を
決
め

て
い
る
だ
け
で
町
独
自
で
検
証
し
た
の

か
︒

答

国
の
法
改
正
に
伴
っ
て
で
あ
り
︑
町
独

自
の
検
証
は
し
て
い
な
い
︒
税
収
が
２

５
０
０
万
円
減
収
す
る
が
地
方
交
付
税

で
補
填
さ
れ
る
︒

消
防
団
員
の
退
職
報
償
金
ア
ッ
プ

問

退
職
報
償
金
を
改
定
す
る
理
由
は
。

答

東
日
本
大
震
災
で
多
く
の
消
防
団
員
が

被
災
し
た
︒
国
の
法
律
が
改
正
さ
れ
︑

基
山
町
も
改
定
し
た
︒
全
額
を
国
か
ら

支
給
さ
れ
る
︒

問

ア
ッ
プ
の
幅
は
。

答

勤
務
年
数
５
年
か
ら

年
で

万
円
︑

10

20

そ
れ
以
上
は
一
律
５
万
円
上
乗
せ
に

な
っ
た
︒

勤
続
３
年
か
ら
５
年
に
も
退
職
報
償

金
を

問

現
行
は
５
年
以
上
か
ら
だ
が
、
勤
続
３
年

か
ら
５
年
に
も
支
給
で
き
な
い
か
。

答

検
討
し
た
い
︒

問

入
団
年
齢
を

歳
か
ら

歳
に
引
下
げ

20

18

を
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答

検
討
し
て
い
る
︒

月
議
会
で
提
案
し

12

た
い
︒

▲町民の財産・生命を守る消
防団

町民生活に関わること、しっかり聞く 議案審議

専
決
処
分
と
は
︑
議
会
に
諮
ら
ず
町
長
自
ら
が
決
め
る
こ
と
︒

し
か
し
緊
急
で
議
会
を
召
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
場
合
や
︑

災
害
等
で
物
理
的
に
議
会
を
召
集
で
き
な
い
と
き
に
限
定
さ
れ
る
︒

専
決
処
分
し
た
場
合
は
次
の
議
会
で
報
告
し
︑
承
認
を
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

不
承
認
と
な
っ
た
場
合
は
︑
﹁
速
や
か
に
必
要
と
認
め
る
措
置
を

講
ず
る
と
と
も
に
︑
そ
の
旨
を
議
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
﹂
と
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
４
項
で
規
定
し
て
い
る
︒
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2億1,210万円を追加 予算総額57億2,017万円

たたたたたたたたんんんんんんんんぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽ保保保保保保保保育育育育育育育育園園園園園園園園増増増増増増増増改改改改改改改改築築築築築築築築費費費費費費費費決決決決決決決決ままままままままるるるるるるるるたんぽぽ保育園増改築費決まるたんぽぽ保育園増改築費決まる
保育所緊急整備事業補助金 １億8,576万円

平成26年度 一般会計 補正予算（第１号）

佐賀県安心こども基金特別対策事業で、保育所緊急整備事業を活用した補助事業の実施のため平成

25年９月議会で予算の議決を受け実施設計を進めたが、実施設計を行う中、東日本大震災の復旧工事

に伴う資材の需要や、円安による資材の高騰で当初の基本設計を大幅に上回る設計金額となった。こ

のような状況から｢安心こども基金事業｣諸般の現状を考慮し１年延長されることになり、平成26年度

補助事業として取り組むことになった。総事業費は３億2,600万円。

国民健康保険 特別会計 補正予算（第１号）国民健康保険 特別会計 補正予算（第１号）

下水道 特別会計 補正予算（第１号）下水道 特別会計 補正予算（第１号）

189万円を追加 予算総額22億1,586万円

5万円を追加 予算総額3億5,202万円

・備品購入費 127万円
庁舎用自動車購入費

・コミュニティー助成事業補助金
240万円

10区テント、イス、机の購入費

・税務文書情報管理事業委託料
931万円

昭和63年度から平成19年度分の紙資料データ

20万件を民間会社に委託し、マイクロフイル

ム化するもの

・農山漁村活性化プロジェクト支援交付金
390万円

城戸森林組合さかき加工事業所の建設費補助

・中小企業等経営力改善事業委託料
499万円

緊急雇用関連で中小企業の経営力アップ支援

・道路維持修繕費 336万円
盗難にあった長野共同乾燥所前道路側溝の

グレーチング補修費用

・退職団員退職報償金 250万円
退職消防団員12名分

・身近なユニバーサルデザイン推進事業
200万円

１区、３区、11区公民館、白坂組合集会所の

洋式トイレ化

・町民会館修繕料 688万円
高圧ケーブルの劣化に伴う張替費用

主な補正内容主な補正内容

平成25年度 一般会計 補正予算（第６号）平成25年度 一般会計 補正予算（第６号）

508万円を減額 予算総額58億901万円
▲たんぽぽ保育園増改築前写真
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賛 否 表

○ ○

○

○

○

○

○

松
石

信
男

林

博
文

品
川

義
則

大
山

勝
代

後
藤

信
八

重
松

一
徳

河
野

保
久

木
村

照
夫

牧
薗

綾
子

久
保
山
義
明

神
前

輔
行

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○○○

×○○×○○○○○○○

○○○○○○○○

更 新 す る更 新 す る更 新 す る

賛成は○、反対は×

国
保
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
を
不
承
認

基
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
す
る
専
決
処
分
に
対
し
︑
反
対
多
数
で
不
承
認
と
し
た
︒

討
論
に
お
い
て
︑
一
部
住
民
の
不
利
益
に
な
る
条
例
を
専
決
処
分
に
す
る
こ
と
の
是
非
を
問
う
結
果
と
な
り
不
承

認
と
な
っ
た
が
︑
専
決
処
分
し
た
条
例
が
失
効
す
る
こ
と
は
な
い
︒

国
の
法
律
改
正
に
伴
い
︑
消
防
団
員
の
退
職
報
償
金
の
支
払
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
︒
そ
れ
に
伴
い
基
山
町
の
条

例
改
正
が
行
わ
れ
た
︒

ま
た
︑
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
︑
消
防
用
自
動
車
の
取
得
に
つ
い
て
も
︑
平
成

年
度
か
ら
臨
時
的
に
実
施
さ
れ
る

25

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
を
活
用
し
︑
９
台
分
を
一
括
し
て
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
全
国
的
に
消
防
団
員
確
保
が

厳
し
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
︑
防
災
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
に
検
討
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
も
審
議
を
行
っ
た
︒

な
お
︑
意
見
書
４
件
に
つ
い
て
︑
２
件
は
採
択
︑
２
件
は
不
採
択
と
な
っ
た
︒
︵
詳
し
く
は
Ｐ

︶
15

▲基山町消防団入退団式
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第17号
議案

第18号
議案

第19号
議案

第20号
議案

第21号
議案

第22号
議案

第23号
議案

原案可決

地方税法等の一部を改正する法律が平成26年３月31
日に公布され、法人町民税の税率、軽自動車税の税額
改正その他税負担軽減措置等の改正が行われたこと
に伴い、所要の規定の整備を行う。

基山町税条例等の一部
改正について

第14号
議案

結 果内 容議 案区 分

基山町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又
は処分に関する条例に基づき、公募型指名競争入札に
付した消防用自動車（小型動力ポンプ付積載車）を取
得するため議会の議決を求める。

伊万里・有田消防組合を佐賀県市町総合事務組合に加
入させ、事務の共同処理に参加させるため、組織規約
の変更を行う。

従前の予算に２億1,210万円を追加して、総額を57億
2,017万円にする。

従前の予算に189万円を追加して、総額を22億1,586万
円にする。

従前の予算に５万円を追加して、総額を３億5,202万
円にする。

後期高齢者支援金分及び介護納付金分に係る賦課限度額
並びに軽減世帯の判定方法の改正が行われ、平成26年４
月１日に施行されることになり、税財源確保のため条例
を改正することが急務であったため専決処分にした。

地方譲与税、地方交付税等の交付額確定等に伴い一般
会計の予算に補正が急務であったため専決処分にし
た。

消 防 ポ ン プ 自 動 車
（CD-I型）の取得につい
て

消防用自動車（小型動
力ポンプ付積載車）の
取得について

佐賀県市町総合事務組合
を組織する地方公共団体
の数の増加及び同組合規
約の変更について

平成26年度基山町一般
会計補正予算（第１号）

平成26年度基山町国民
健康保険特別会計補正
予算（第１号）

平成26年度基山町下水
道特別会計補正予算（第
１号）

専決処分の承認を求め
ることについて(基山町
国民健康保険条例の一
部を改正する条例)

専決処分の承認を求め
ることについて（平成
25年度基山町一般会計
補正予算（第６号））

第16号
議案

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案不承認

原案承認

基山町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又
は処分に関する条例に基づき、公募型指名競争入札に
付した消防ポンプ自動車（CD-I型）を取得するため
議会の議決を求める。

原案可決

消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律
施行令の一部を改正する政令が平成26年４月１日か
ら施行され、消防団員の退職報償金の支払額が引き上
げられたことに伴い改正する。

基山町非常勤消防団員
に係る退職報償金の支
給に関する条例の一部
改正について

第15号
議案

平成26年 第２回定例会（６月９日∼６月17日)

す べ て の 消 防 自 動 車 をす べ て の 消 防 自 動 車 をす べ て の 消 防 自 動 車 を
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11人が町政を問う

一般質問

町議会ホームページ
http://www.town.kiyama.lg.jp/site/gikai/

　一般質問とは、議員が町政について自由に質
問をすることをいいます。質問する項目は事前
に通告します。基山町の場合は、時間内であれ
ば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答
方式」を採用しています。
　本議会の様子はYouTube（ユーチューブ）で
試験的に配信しています。視聴方法等は町議会
ホームページをご覧ください。

（傍聴者 延べ56人）

答

食
料
品
は
弁
当
︑パ
ン
︑

粉
ミ
ル
ク
︑
飲
料
水
な
ど
の

提
供
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
て
い
る
︒

問

協
定
の
目
的
は
何
か
。

答

災
害
時
等
に
お
い
て
︑

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
及
び
資
機
材
の
調

整
並
び
に
そ
の
供
給
に
要
す

る
要
員
の
確
保
で
あ
る
︒
被

災
者
等
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
等
を
供

給
す
る
こ
と
に
よ
り
町
民
生

活
の
早
期
安
定
を
図
る
こ
と
︒

問

応
急
用
資
機
材
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
。

答

災
害
時
供
給
可
能
資
機

材
は
︑
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
︑
炊

き
出
し
用
ガ
ス
器
具
︑
ガ
ス

管
︑
ガ
ス
ホ
ー
ス
で
あ
る
︒

問

土
砂
災
害
時
に
お
け
る

緊
急
協
定
書
の
締
結
は
。

答

公
共
施
設
等
か
ら
障
害

物
の
除
去
︑
応
急
復
旧
︑
建

設
資
材
︑
土
木
建
設
機
材
の

提
供
に
関
す
る
協
定
を
協
会

と
締
結
し
て
い
る
︒

問

食
料
関
係
の
協
定
書
は

あ
る
の
か
。

問

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
等
供
給
協
力
に
関
す
る
協
定
書
と
は

答
災
害
時
に
町
民
生
活
の
早
期
安
定
を
図
る

木
村

照
夫
議
員

コ
ン
を
一
定
時
間
以
上
使
用

し
な
い
場
合
は
︑
シ
ャ
ッ
ト

ダ
ウ
ン
等
の
対
策
︒
さ
ら
に

ク
ー
ル
ビ
ズ
や
ウ
ォ
ー
ム
ビ

ズ
に
よ
っ
て
空
調
機
の
設
定

温
度
調
整
を
行
っ
て
い
る
︒

問

平
成

年
度
の
目
標
と

26

対
策
は
。

答

数
値
的
な
目
標
は
な

い
︒
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る

節
電
対
策
を
徹
底
す
る
︒
デ

マ
ン
ド
監
視
装
置
は
な
い
︒

問

太
陽
光
発
電
所
の
設
置

は
ど
う
す
る
の
か
。

答

年
前
後
の
補
修
の
な

20

い
屋
根
や
︑
町
保
有
の
適
当

な
土
地
が
な
い
︒
ま
た
建
設

予
定
の
図
書
館
等
は
︑
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
採
用
に
つ

い
て
検
討
中
で
あ
る
︒

学
童
の
通
学
路
安
全
確
保

に
つ
い
て

問

自
主
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
指
導
員
が
交
差
点
で
学
童

誘
導
中
に
、
車
と
学
童
ま
た

は
車
と
指
導
員
の
事
故
が
発

生
し
た
場
合
の
責
任
は
ど
う

な
る
の
か
。

答

一
般
的
に
車
と
人
の
接

触
事
故
の
場
合
は
車
の
方
に

過
失
責
任
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
が
実
際
の
事
故
に
際
し

て
は
︑
警
察
の
状
況
検
分
に

よ
っ
て
責
任
度
合
い
が
定
ま

る
も
の
と
考
え
る
︒

▲緊急炊き出し用のＬＰガス容器

庁
舎
の
電
力
節
減
に
つ
い

て問

平
成

年
度
の
年
間
の

25

電
力
使
用
量
及
び
支
払
い
金

額
は
い
く
ら
か
。

答

使
用
量
は
３
万
１
０
０

０
ｋ
Ｗ
ｈ
で
︑
支
払
い
金
額

は
７
３
０
万
円
で
あ
る
︒

問

節
減
対
策
は
何
を
実
施

し
た
の
か
。

答

照
明
の
消
灯
や
ノ
ー
残

業
デ
ー
の
徹
底
︒
ま
た
パ
ソ
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て
お
り
住
宅
地
の
供
給
施
策

を
実
施
す
れ
ば
人
口
急
減
は

な
い
︒
総
合
計
画
策
定
の
中

で
町
民
に
説
明
し
て
い
く
︒

定
住
人
口
政
策
を
提
案

問

子
育
て
世
代
の
移
住
促

進
を
図
る
﹁
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
﹂
と
定
住
助
成
策
を
実

施
せ
よ
。

答

空
き
家
も
少
な
く
︑
必

要
な
い
と
考
え
る
︒

問

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
定
住
住

宅
建
設
で
安
い
賃
貸
住
宅
を
。

答

魅
力
は
あ
る
が
︑
将
来

負
担
等
︑
先
の
見
通
し
を
し
っ

か
り
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
︒

問

市
街
化
区
域
内
の
残
存

農
地
の
宅
地
化
を
町
主
導
で

目
標
を
も
っ
て
推
進
せ
よ
。

答

町
内
事
業
者
や
不
動
産

業
者
と
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
る
民
間
主
導
だ
が
︑
住
宅

地
の
道
路
問
題
な
ど
︑
行
政

も
役
割
を
果
た
し
て
い
く
︒

問

創
成
会
議
が
公
表
し
た

消
滅
可
能
性
都
市
と
は
何
か
。

答

２
０
４
０
年
ま
で
に
20

歳
か
ら

歳
ま
で
の
若
年
女

39

性
が
半
減
し
︑
行
政
機
能
の

維
持
が
難
し
く
な
る
自
治
体
︒

問

大
都
市
近
接
で
利
便
性

の
あ
る
基
山
町
が
県
内
で
唯

一
、
二
つ
の
予
測
機
関
と
も

消
滅
と
し
た
。
悔
し
く
な
い

の
か
。

答

推
計
通
り
に
消
滅
は
な

い
が
人
口
減
の
可
能
性
は
あ

り
︑
危
機
感
を
も
っ
て
取
り

組
む
︒

問

基
山
町
は
２
０
１
０
年

ま
で
の
人
口
減
が
大
き
い
た

め
、
厳
し
い
推
測
数
値
が
出

た
。
町
と
し
て
し
っ
か
り
検

証
し
て
町
民
へ
説
明
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答

直
近
の
人
口
は
増
加
し

問

年
後
は
福
岡
都
市
圏

10

で
す
ら
人
口
減
と
な
る
。
時

間
が
な
い
と
の
危
機
感
で

｢定
住
促
進
室
｣を
設
置
せ
よ
。

答

来
年
度
予
定
の
組
織
機

構
見
直
し
の
中
で
検
討
す
る
︒

問

塚
原
・
長
谷
川
線
は
都

市
計
画
道
路
と
し
て
、
鳥
栖

ま
で
つ
な
ぐ
こ
と
で
指
定
さ

れ
て
い
る
。
検
討
は
し
て
い

る
の
か
。

答

白
坂
久
保
田
２
号
線
な

ど
を
優
先
し
て
取
り
組
ん
で

お
り
︑
現
在
は
実
施
す
る
計

画
は
な
い
︒

意
見

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
に
は

年
間
５
５
０
万
人
訪
れ
る
。

半
分
は
福
岡
県
か
ら
で
あ

る
。
延
伸
で
、
園
部
や
宮
浦

イ
ン
タ
ー
利
用
者
が
増
え
る

は
ず
。
将
来
の
発
展
の
た

め
、
真
剣
に
検
討
を
す
べ
き

で
あ
る
。

問

基
山
町
は
消
滅
可
能
性
都
市
か

答

消
滅
は
な
い
が
人
口
減
に
危
機
感

後
藤

信
八
議
員

ポ
イ
ン
ト
制
度
で
、
基
山
町

と
し
て
の
取
り
組
み
を
ど
う

進
め
て
い
く
の
か
。

答

鳥
栖
地
区
市
町
村
圏
組

合
の
中
で
︑
介
護
予
防
事
業

の
一
次
予
防
事
業
で
実
施
が

確
認
さ
れ
て
い
る
︒
詳
細
は

今
後
協
議
し
決
定
す
る
︒

問

現
在
の
訪
問
介
護
と
通

所
介
護
を
市
町
村
の
地
域
支

援
事
業
に
移
行
さ
せ
る
内
容

だ
が
、
サ
ー
ビ
ス
が
ど
う
変

わ
る
の
か
。

答

市
町
村
が
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
取
り
組
み
を
行
う

地
域
支
援
事
業
へ
移
行
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
︒
既
存

の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
︑
Ｎ
Ｐ

Ｏ
︑民
間
企
業
︑ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
地
域
の
多
様
な
団
体

を
活
用
し
高
齢
者
を
支
援
し

て
い
く
︒

問

取
り
組
ん
で
い
る
事
業

の
見
直
し
で
今
後
も
継
続
、

あ
る
い
は
や
め
る
も
の
な
ど

具
体
的
に
あ
る
か
。

答

現
段
階
で
取
り
止
め
る

事
業
の
予
定
は
な
く
︑
引
き

続
き
継
続
し
て
い
く
︒

問

新
規
事
業
と
し
て
始
ま

る
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

は

人
︵
卒
業
生

人
︶︒

14

62

問

小
学
校
が
２
０
１
１
年

度
、
中
学
校
が
２
０
１
２
年

度
か
ら
全
面
実
施
の
現
行
の

指
導
要
領
で
大
幅
に
総
授
業

時
間
増
と
な
っ
た
が
、
生
徒

の
学
力
に
変
化
は
あ
る
か
。

答

授
業
時
間
数
は
全
国
一

律
に
増
加
し
て
お
り
︑
こ
れ

に
よ
っ
て
と
判
断
で
き
る
材

料
は
な
い
が
総
体
的
に
向
上

し
て
い
る
︒

問

改
定
方
針
で
小
学
校
で

は
英
語
の
時
間
数
増
、
中
学

校
で
は
授
業
中
英
語
の
み
で

行
う
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
検
討
し
て

い
る
か
。

答

２
０
２
０
年
か
ら
の
実

施
の
計
画
な
の
で
︑
現
在
の

と
こ
ろ
検
討
し
て
い
な
い
︒

問

電
子
黒
板
を
平
成

年
26

度
新
た
に
基
山
小
４
台
、
若

基
小
３
台
、
基
山
中
３
台
と

配
置
し
、
整
備
面
の
向
上
で

授
業
の
取
り
組
み
に
力
を
入

れ
る
具
体
的
な
も
の
は
。

答

小
学
校
で
電
子
黒
板
を

使
っ
た
授
業
は
︑
主
に
外
国

語
・
算
数
・
国
語
で
︑
中
学

校
で
は
理
科
や
社
会
を
中
心

に
取
り
組
み
た
い
︒

問

介
護
保
険
制
度
改
正
内
容
は

答

介
護
の
一
部
を
地
域
支
援
事
業
へ

牧
薗

綾
子
議
員

▲基山町地域福祉計画概要版から

▼日本創成会議の人口推計

62.1

9,224上峰町

女性減少率
(％)

76.8

90.2

112.9

69.1

10年比
(％)

69,074

17,837基山町

鳥栖市

2010年
(人)

652,816

8,316

77,974

12,317

2040年
(人)

849,788佐賀県 39.4

27.9

2.4

今
後
の
小
中
連
携
の
教
育

の
進
め
方
に
つ
い
て

問

今
年
の
卒
業
生
で
基
山

中
以
外
に
進
学
し
た
基
山

小
、
若
基
小
の
児
童
の
人
数

は
。

答

基
山
小
は
︑

人
︵
卒

13

業
生
１
１
３
人
︶︒
若
基
小
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る
。
予
算
や
活
動
を
決
め
る

時
、
町
は
話
合
い
を
し
て
い

る
の
か
。

答

特
段
し
て
い
な
い
︒

問

こ
の
ま
ま
で
は
町
老
連

は
解
散
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
話
合
い
を
し
て
頂
き
た

い
。

答

老
人
福
祉
計
画
の
策
定

も
あ
る
︒
今
後
の
活
動
も
含

め
て
話
合
い
を
し
た
い
︒

問

町
老
連
︵
基
山
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
︶
の
設
置
区

と
会
員
数
は
。

答

１
・
５
・
７
・
９
・
11

区
で
︑会
員
数
は
４
３
１
人
︒

問

減
少
し
て
い
る
原
因
を

把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

答

事
業
内
容
の
固
定
化
と

新
規
会
員
の
入
会
減
少
︑
役

員
の
高
齢
化
で
担
い
手
不
足

が
考
え
ら
れ
る
︒

問

基
山
町
の
加
盟
率
は
10

％
、
み
や
き
町
や
上
峰
町
は

％
あ
る
。
町
の
関
わ
り
は

50ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

現
在
は
関
わ
り
が
少
な

い
が
︑
今
後
は
深
め
て
い
き

た
い
︒

問

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
健

康
維
持
も
あ
る
が
、
地
域
活

動
も
し
た
い
と
言
わ
れ
て
い

問

町
老
連
、
存
続
が
難
し
く
な
る
の
で
は

答

活
動
も
含
め
︑
話
合
い
を
し
た
い

重
松

一
徳
議
員

副
町
長

町
外
か
ら
見
て
い

た
以
上
に
可
能
性
を
感
じ

る
︒
成
長
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
大
き
い
と
再
認
識
し
た
︒

問

基
山
町
の
将
来
展
望
を

ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

副
町
長

い
ろ
ん
な
分
野
で

成
功
モ
デ
ル
に
な
れ
る
可
能

性
が
あ
る
︒
例
え
ば
子
育
て

や
健
康
ま
ち
づ
く
り
な
ど
︒

問

広
域
連
携
や
合
併
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

副
町
長

合
併
で
は
な
く
︑

連
携
強
化
を
進
め
た
い
︒

問

自
ら
窓
口
を
閉
ざ
す
こ

と
な
く
、
合
併
も
含
め
て
話

合
い
は
進
め
て
は
ど
う
か
。

副
町
長

就
任
し
た
ば
か
り

だ
が
︑
合
併
の
名
が
つ
く
会

議
に
は
参
加
し
に
く
い
︒

問

基
山
町
の
一
番
の
課
題

は
何
だ
と
思
わ
れ
る
か
。

副
町
長

課
題
は
整
理
さ
れ

て
い
る
が
︑
解
決
に
向
け
て

第
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
こ

と
だ
と
思
う
︒
具
体
的
に
は

旧
役
場
跡
地
の
問
題
に
取
り

組
み
た
い
︒

違
っ
た
表
示
に
な
っ
て
い

る
︒
現
在
︑
削
除
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
︑
削
除
で
き
な

い
で
い
る
︒

問

一
つ
一
つ
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
が
な
い
と
い
け
な
い
状

態
で
あ
る
が
、
今
回
は
ど
の

よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た

の
か
。

答

現
在
の
所
︑
副
町
長
一

人
で
︑
細
部
ま
で
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
る
︒
今
後
は
町
職
員

と
も
協
力
し
て
や
っ
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
︒

問

町
発
信
の
情
報
を
作
成

者
の
み
の
チ
ェ
ッ
ク
に
せ

ず
、
も
っ
と
多
く
の
目
で

チ
ェ
ッ
ク
し
た
方
が
よ
い
と

思
う
が
。

答

現
段
階
で
は
︑
試
験
的

な
た
め
︑
副
町
長
が
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
︑
情
報
発
信
を
続

け
る
︒

問

同
じ
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
疑
う
部
分
が
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

問

最
近
Ｆ
Ｂ
︵
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
︶
を
始
め
ら
れ
て
い

る
が
、
い
つ
か
ら
始
め
た
の

か
。
ま
た
、
何
の
た
め
に
始

め
た
の
か
。

答

５
月

日
か
ら
３
か
月

30

間
試
験
的
に
実
施
し
て
い
る

の
で
議
会
の
方
に
は
説
明
し

て
い
な
か
っ
た
︒

問

試
験
的
に
実
施
し
て
い

る
Ｆ
Ｂ
だ
が
、
大
き
な
間
違

い
と
し
て
、
地
図
が
基
山
町

で
な
く
、
み
や
き
町
を
表
示

し
て
い
る
。
こ
の
間
違
い
に

気
付
い
て
い
る
の
か
。

答

Ｆ
Ｂ
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
地

図
の
表
示
を
し
た
方
が
よ
い

と
提
案
を
受
け
て
︑
地
図
の

表
示
を
取
り
い
れ
た
が
間

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
背
景
を
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
閲

覧
し
に
く
い
部
分
が
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

今
後
調
査
を
し
て
い
く
︒

問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い

て
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
使
え
な
い
、
あ
る
い

は
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
て
い

な
け
れ
ば
、
ト
ッ
プ
画
面
で

基
山
町
の
動
画
が
見
れ
ず
良

さ
が
伝
わ
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。

答

一
般
的
に
使
わ
れ
て
い

る
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
る
︒

問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
年
間

更
新
回
数
が
４
３
０
回
あ
る

が
、
最
新
情
報
と
注
目
情
報

の
区
別
が
で
き
て
い
な
い
。

こ
こ
は
区
別
す
る
べ
き
で
は
。

答

そ
こ
ま
で
認
識
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
︑
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
︒

問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
り
替
え
る
予
定
は

答

今
は
特
に
考
え
て
い
な
い

神
前

輔
行
議
員

▲見にくいホームページ

▲老人クラブ「明るく楽しく元気よく！」

松
田
副
町
長
﹁
合
併
で
は
な

く
、
連
携
強
化
を
進
め
た
い
﹂

問

基
山
町
の
イ
メ
ー
ジ
は
。
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問

費
用
の
試
算
は
し
て
い

る
か
。

答

３
校
で
約
６
０
０
０
万

円
︒

保
護
者
の
教
育
費
負
担
の

軽
減
策
を

問

江
北
町
は
小
学
１
年
生

と
中
学
１
年
生
に
給
食
費
を

無
料
。
中
学
卒
業
時
３
万
円

の
支
給
。
出
生
祝
い
金
も
あ

る
。
大
町
町
は
中
学
祝
い
金

と
し
て
３
万
円
の
支
給
な
ど

独
自
で
支
援
策
を
実
施
し
て

い
る
。
基
山
町
で
も
考
え
ら

れ
な
い
か
。

答

提
案
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
︑
教
育
委
員
会
と
も

話
し
合
っ
て
い
き
た
い
︒

問

給
食
費
が
年
間
５
万
円

ほ
ど
だ
が
、
せ
め
て
１
万
円

で
も
支
給
で
き
な
い
か
。
児

童
生
徒
数
１
３
４
５
人
で
、

１
３
０
０
万
円
ほ
ど
の
財
政

支
出
に
な
る
が
。

答

今
す
ぐ
と
い
う
こ
と
に

は
な
ら
な
い
︒
教
育
委
員
会

と
も
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
︒

問

鳥
栖
市
は
当
初
予
算
で

エ
ア
コ
ン
が
全
教
室
に
４
億

４
６
６
９
万
円
を
計
上
し

て
、
設
置
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
近
隣
市
町
は
す
べ

て
つ
い
た
。
基
山
町
は
取
り

残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

設
置
の
予
定
は
あ
る
か
。

答

中
学
校
３
年
生
と
特
別

支
援
学
級
以
外
は
︑
今
の
と

こ
ろ
設
置
は
考
え
て
い
な

い
︒
基
山
中
学
校
の
大
規
模

改
修
の
時
︑
検
討
が
必
要
で

あ
る
︒

問

具
体
的
に
何
年
度
に
な

る
か
。

答

必
要
で
あ
る
と
判
断
す

れ
ば
︑
今
年
事
業
計
画
を
立

て
︑
来
年
度
は
実
施
計
画
︑

再
来
年
度
工
事
に
な
る
︒

問

基
山
小
、
若
基
小
は
ど

う
か
。

答

中
学
校
の
後
に
な
る
︒

問

教
室
の
エ
ア
コ
ン
追
加
設
置
を

答

中
学
校
は
再
来
年
に
検
討

大
山

勝
代
議
員

改
正
地
方
教
育
行
政
法

問

今
国
会
で
審
議
さ
れ
て

い
る
改
正
案
は
、
私
は
反
対

の
立
場
で
あ
る
。
そ
の
特
徴

は
何
か
。

答

学
校
現
場
に
問
題
が
発

生
し
た
時
の
責
任
の
明
確
化

を
期
す
た
め
に
︑﹁
新
教
育

長
﹂
を
置
く
︒
首
長
と
の
連

携
強
化
を
図
る
︒
地
方
へ
の

国
の
関
与
の
見
直
し
を
す

る
︒
政
治
的
中
立
性
︑
継
続

性
︑
安
定
性
は
確
保
す
る
︒

問

教
育
関
係
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
首
長
の
権
限
強

化
に
対
し
て
危
惧
の
声
が
多

い
。
教
育
の
介
入
へ
の
歯
止

め
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

首
長
が
変
わ
る
た
び
に

教
育
が
根
幹
か
ら
変
わ
る
こ

と
は
な
い
と
考
え
る
︒
行
政

も
民
意
に
よ
っ
て
動
く
の
で

チ
ェ
ッ
ク
は
十
分
に
で
き
る
︒▲基山中３年生教室のエアコン

の
工
程
で
行
く
と
周
知
広
報

期
間
が
少
な
す
ぎ
る
。

答

確
か
に
不
確
定
要
素
の

中
で
事
業
計
画
を
策
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
９
月
の

中
間
報
告
を
も
っ
て
早
め
に

検
討
し
て
い
く
︒

問

町
立
保
育
園
の
民
営
化

を
ど
う
考
え
る
。

答

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
が
︑あ
り
方
を
考
え
る
︒

問

３
人
目
以
降
の
保
育
料

は
同
時
入
所
に
関
わ
ら
ず
無

償
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

制
度
の
改
正
の
中
で
研

究
し
て
い
く
︒
い
ま
︑
周
辺

自
治
体
と
比
較
検
討
を
し
て

お
り
︑
し
っ
か
り
と
検
討
し

て
い
き
た
い
︒

問

現
在
の
保
育
時
間
は
規

則
で
８
時
か
ら

時
ま
で
と

16

原
則
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

最
低
規
則
な
の
で
改
正
を
。

答

保
育
園
と
保
護
者
と
の

問

子
ど
も
･
子
育
て
支
援

新
制
度
ニ
ー
ズ
調
査
の
分
析

は
。

答

５
年
前
の
調
査
と
比
較

し
て
子
育
て
環
境
は
や
や
上

昇
が
見
ら
れ
る
が
︑
医
療
や

体
験
学
習
の
充
実
︑
出
費
負

担
な
ど
の
不
安
が
増
加
傾
向

に
あ
る
︒

問

策
定
ま
で
の
工
程
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

現
在
︑
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
に
て
中
身
の
検
討
を

し
て
い
る
︒
９
月
ま
で
に
素

案
︑

月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

12

メ
ン
ト
を
予
定
し
︑
９
月
議

会
に
認
定
等
の
条
例
上
程
︑

３
月
議
会
に
保
育
料
等
の
改

正
を
予
定
︒

問

国
の
公
定
価
格
や
支
援

メ
ニ
ュ
ー
が
定
ま
ら
ず
、
こ

問
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度

間
に
合
う
の
か

答

来
年
度
４
月
か
ら
実
施

久
保
山
義
明
議
員

連
携
の
中
で
解
決
で
き
る
問

題
と
認
識
し
て
い
る
︒

教
育
行
政
の
課
題
と
今
後

の
方
向
性
は

問

学
校
教
育
現
場
に
お
け

る
問
題
点
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
把
握
し
て
い
る
か
。

答

教
師
は
県
費
で
賄
わ
れ

て
い
る
が
町
職
員
と
し
て
の

意
識
を
持
っ
て
欲
し
い
︒
家

庭
で
の
学
習
意
欲
の
取
り
組

み
の
弱
さ
︑
地
域
の
教
育
力

が
薄
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

感
じ
る
︒

問

今
後
取
り
組
む
改
革
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答

職
員
体
制
の
整
備
充

実
︑
学
力
向
上
︑
学
習
意
欲

の
向
上
︒
郷
土
史
学
習
の
強

化
と
実
践
︑
小
中
連
携
の
推

進
︒
行
か
せ
た
い
︑
行
き
た

い
︑
行
っ
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
学
校
に
な
る
よ
う
更
に

深
化
︑
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
︒

▲来年度から新制度
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答

専
門
性
が
必
要
な
方
に

限
っ
て
︵
訪
問
・
通
所
介
護

は
︶
受
け
ら
れ
る
が
︑
今
受

け
て
い
る
方
す
べ
て
が
事
業

所
で
︵
訪
問
・
通
所
介
護
︶

受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は

無
く
な
る
︒

要
介
護
１
・
２
は
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
入
れ
な
い

問

基
山
町
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
入
所
待
機
者
は

３
２
８
人
。
そ
の
内
要
介
護

者
１
と
２
の
１
２
６
人
は
今

後
入
所
で
き
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。

答

原
則
的
に
は
そ
う
だ

が
︑
要
介
護
１
・
２
で
あ
っ

て
も
基
山
町
が
必
要
と
見
れ

ば
入
所
も
可
能
で
あ
る
︒

問

待
機
者
解
消
に
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
定
員
を
増

や
す
べ
き
だ
。

答

こ
れ
だ
け
の
待
機
者
が

あ
る
の
で
︑
増
員
す
る
よ
う

に
対
応
す
る
︒

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
低
下

問

政
府
は
介
護
保
険
制
度

の
見
直
し
を
行
い
、
要
支
援

１
・
２
を
介
護
保
険
給
付

サ
ー
ビ
ス
か
ら
外
し
、
基
山

町
が
行
う﹁
地
域
支
援
事
業
﹂

に
移
す
方
針
だ
。
ど
う
な
る

の
か
。

答

要
支
援
者
の
買
い
物
代

行
な
ど
は
︵
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
か
ら
︶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
業
者
に
委
託
し
て
い
く
︒

問

今
後
、
要
支
援
１
・
２

の
サ
ー
ビ
ス
は
基
山
町
が
行

う
﹁
地
域
支
援
事
業
﹂
と
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
企
業
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
活
用

す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
今
ま

で
通
り
介
護
事
業
所
に
よ
る

訪
問
・
通
所
介
護
も
行
う
と

い
う
こ
と
か
。

問

通
所
・
訪
問
介
護
が
受
け
ら
れ
る
の
か

答

今
ま
で
通
り
は
受
け
ら
れ
な
い

松
石

信
男
議
員

利
用
料
１
割
が
２
割
に

問

年
金
で
単
身
２
８
０
万

円
以
上
、
夫
婦
で
３
５
９
万

円
以
上
は
利
用
者
負
担
が
１

割
か
ら
２
割
に
な
る
。

歳
65

以
上
の
基
山
町
民
の
約

％
20

が
上
が
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

答

概
ね
そ
う
だ
が
︑
負
担

限
度
額
が
あ
る
の
で
必
ず
し

も
利
用
料
が
２
倍
に
な
る
方

ば
か
り
で
は
な
い
︒

就
学
援
助
基
準
１
・
３
倍

に
引
き
上
げ

問

こ
の
４
月
か
ら
消
費
税

増
税
で
経
済
的
に
苦
し
い
世

帯
の
家
計
を
圧
迫
し
て
い

る
。
就
学
援
助
費
の
引
き
上

げ
や
就
学
援
助
基
準
の
引
き

上
げ
の
検
討
は
。

答

今
年
度
よ
り
１
・
３
倍

に
引
き
上
げ
た
︒
就
学
援
助

費
の
引
き
上
げ
も
行
う
予
定
︒

で
︑貸
借
区
画
数
は

区
画
︑

61

一
区
画
の
貸
借
料
は
年
間
４

０
０
０
円
︑
貸
借
人
数
は
55

人
で
︑
一
人
で
２
区
画
借
り

て
い
る
人
が
６
人
い
る
︒

問

体
験
農
園
で
の
野
菜
作

り
等
は
初
心
者
の
方
に
は
難

し
い
面
も
あ
る
が
、
農
作
業

の
栽
培
指
導
及
び
相
談
な
ど

の
対
応
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

答

農
園
で
の
野
菜
作
り
等

の
栽
培
指
導
相
談
に
つ
い
て

は
当
番
制
を
設
け
︑
農
年
ク

ラ
ブ
の
方
が
現
地
に
出
向
き

指
導
に
当
た
っ
て
頂
い
て
い

る
︒
ま
た
︑
農
園
管
理
に
つ

い
て
は
農
協
の
方
で
全
面
的

に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
︒

農
業
行
政
に
つ
い
て

問

農
業
行
政
大
転
換
が
打

ち
出
さ
れ
、﹁
農
地
中
間
管

理
機
構
﹂制
度
が
発
足
し
た
。

そ
れ
が
今
年
か
ら
実
施
さ
れ

る
が
、
こ
の
新
制
度
の
事
業

概
要
は
。

答

農
業
経
営
の
規
模
拡

問

基
山
町
は
団
塊
の
世
代

が
到
来
し
、
高
齢
化
が
進
む

中
、
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち

で
あ
る
。
国
保
の
医
療
費
抑

制
に
も
な
る
生
き
が
い
づ
く

り
の
た
め
に
余
暇
活
動
、
健

康
づ
く
り
に
野
菜
や
花
を
育

て
る
農
作
業
の
場
、
体
験
農

園
︵
畑
︶
を
増
設
し
て
は
ど

う
か
。

答

体
験
農
園
は
︑
一
定
の

面
積
が
必
要
で
あ
り
︑
駐
車

場
の
完
備
︑
作
物
等
の
用
水

や
倉
庫
等
が
必
要
に
な
る
︒

市
街
地
に
近
い
場
所
で
条
件

に
合
う
土
地
が
あ
れ
ば
検
討

す
る
︒

問

現
在
、
基
山
町
が
取
り

組
ん
で
い
る
体
験
農
園
の
概

要
を
示
せ
。

答

町
か
ら
の
補
助
金
︑
年

間

万
３
３
０
５
円
︑
事
業

33
農
園
の
面
積
は
２
６
５
２
㎡

問

体
験
農
園
の
増
設
を

答
条
件
に
合
う
土
地
が
あ
れ
ば
検
討
す
る

林

博
文
議
員

大
︑
農
用
地
の
集
団
化
等
に

よ
る
農
地
の
利
用
の
効
率

化
︑
及
び
高
度
化
の
促
進
を

図
り
︑
農
業
の
生
産
性
の
向

上
に
資
す
る
た
め
︑﹁
農
地

中
間
管
理
機
構
﹂
を
設
立
し

て
︑
農
地
中
間
管
理
事
業
を

実
施
す
る
制
度
で
あ
る
︒

問

こ
の
制
度
の
事
業
に
つ

い
て
当
町
で
は
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
、
推
進
し
て
い
く

の
か
。

答

県
の
農
業
公
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
及
び
︑
町
︑
Ｊ
Ａ

の
広
報
誌
に
よ
り
︑
農
地
集

約
の
借
り
受
け
希
望
者
の
公

募
を
年
２
回
行
い
︑
町
が
貸

付
希
望
者
と
借
受
希
望
者
の

調
整
を
行
う
︒
農
業
委
員
会

の
意
見
を
聴
取
し
︑年
２
回
︑

９
月
と
２
月
頃
に
原
案
を
作

成
し
︑
実
施
の
運
び
に
な
る

と
思
う
︒

▲むらづくり事業の体験農園

▼就学援助費の内容（平成26年度)

小２〜６

20,470円
入学準備金

小１

対象学年

11,420円

学用品費
通学用品費

13,650円

24,550円

22,320円

年間支給額区 分

中１ 23,550円

小１

中２〜３

中１
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観
光
行
政
は
ど
の
よ
う
に

問

観
光
協
会
に
町
と
し
て

期
待
し
て
い
る
こ
と
は
。

答

い
か
に
基
山
町
を
売
り

込
み
︑
人
を
呼
び
込
む
か
を

企
画
し
︑
実
施
し
て
も
ら
う

こ
と
で
あ
る
︒

問

観
光
と
は
何
か
。

答

一
言
で
い
え
ば
｢お
も

て
な
し
の
心
｣だ
︒

問

消
滅
可
能
性
都
市
は
現

実
性
が
な
い
と
い
っ
て
い
る

が
、
審
議
会
で
の
説
明
は
い

つ
行
う
の
か
。

答

審
議
会
の
中
で
︑
今
後

説
明
の
必
要
が
あ
る
と
思
う
︒

問

こ
ど
も
に
対
す
る
計
画

参
画
へ
の
具
体
的
方
策
は
。

答

小
・
中
学
校
に
は
ア
ン

ケ
ー
ト
を
︑
高
校
生
に
つ
い

て
は
意
見
交
換
を
す
る
機
会

を
検
討
中
で
あ
る
︒

問

大
学
生
世
代
の
参
画
の

方
策
と
し
て
成
人
式
を
利
用

す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答

話
合
い
の
場
を
持
つ
こ

と
の
提
案
は
し
て
も
い
い
︒

問

部
会
・
専
門
委
員
等
の

立
ち
上
げ
は
ど
う
か
。

答

計
画
案
審
議
の
段
階
で

は
必
要
と
考
え
て
い
る
︒

要
望

い
ろ
い
ろ
な
世
代
、

多
く
の
町
民
の
声
が
反
映
さ

れ
た
総
合
計
画
策
定
を
。

問

計
画
策
定
の
工
程
を
示

せ
。

答

基
本
構
想
案
に
つ
い
て

は
︑
基
礎
調
査
・
ア
ン
ケ
ー

ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行

い
原
案
を
作
成
し
︑
町
民
へ

の
説
明
会
・
意
見
交
換
会
を

開
催
︒
現
在
︑
総
合
計
画
審

議
会
に
て
審
議
中
︒

計
画
案
に
つ
い
て
は
︑
各

区
に
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
地
区
の
意
向
調
査
を
し
て

い
る
︒
今
後
は
各
種
団
体
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
︑
ま
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

月
末

10

を
目
途
に
原
案
を
策
定
し
︑

審
議
会
に
諮
問
す
る
︒

最
終
的
に
は
審
議
会
の
基

本
構
想
案
・
計
画
案
の
答
申

を
も
ら
い
︑
平
成

年
６
月

27

に
は
︑
議
案
と
し
て
議
会
に

提
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

問

第
５
次
総
合
計
画
策
定
の
工
程
は

答

年
６
月
に
議
案
と
し
て
議
会
提
出

27

河
野

保
久
議
員

▲契山にある壊れないハート

反
し
て
は
い
な
い
︒

問

移
動
時
の
安
全
や
運
動

場
で
遊
べ
る
こ
と
を
考
え
る

だ
け
で
も
、
学
校
施
設
で
行

う
べ
き
だ
。
関
係
課
で
協
議

を
し
て
は
ど
う
か
。

答

検
討
し
て
い
く
︒

持
続
可
能
な
財
政
を

問

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

制
度
の
見
直
し
は
し
な
い
の

か
。

答

変
更
し
た
点
や
新
た
に

実
施
し
た
こ
と
は
な
い
︒

要
望

玄
海
町
は
努
力
し
て

１
億
円
の
寄
付
が
あ
っ
た
。

財
政
が
厳
し
い
な
ら
ば
、
あ

ら
ゆ
る
施
策
を
打
ち
出
す
べ

き
だ
。

﹃
古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
﹄

で
町
に
活
力
を

問

｢基
肄
城
築
造
１
３
５

０
年
﹂
事
業
で
基
山
町
を
売

り
出
す
絶
好
の
機
会
と
捉
え

て
、
そ
の
た
め
に
今
ま
で
貯

め
て
い
た
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
基
金
を
使
っ
て
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
専
門
の
準
備
室
を
設

置
す
べ
き
で
は
。

答

広
域
で
取
り
組
ん
で
い

る
の
で
検
討
す
る
︒

問

住
宅
地
開
発
に
伴
う
道

路
敷
地
に
つ
い
て
、
町
道
帰

属
を
計
画
段
階
で
出
来
な
い

か
。

答

今
後
検
討
し
て
い
く
︒

子
育
て
支
援
策
で
人
口
は

増
え
た
の
か
。
検
証
は
し

た
の
か
。

問

子
育
て
支
援
策
は
、
人

口
増
対
策
で
効
果
が
あ
っ
た

の
か
。

答

検
証
は
し
て
い
な
い

が
︑
移
動
時
期
に
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
︑
転
入
を
表
明
さ

れ
た
方
も
い
た
︒
中
学
生
ま

で
は
若
干
の
伸
び
が
あ
る
︒

問

効
果
が
あ
る
の
で
あ
れ

ば
更
に
拡
充
し
な
い
の
か
。

答

検
討
し
て
い
く
︒

問

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
異
世
代
間
交
流
等
を
目

的
と
す
る
福
祉
交
流
館
利
用

目
的
に
反
し
て
い
る
の
で
、

基
山
小
学
校
で
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

答

福
祉
目
的
で
あ
る
の
で

問

都
市
計
画
幹
線
道
路
に

行
き
止
ま
り
解
消
を
図
る
と

は
、
塚
原
・
長
谷
川
線
の
延

伸
か
。

答

幹
線
道
路
の
行
き
止
ま

り
は
４
路
線
で
︑
塚
原
・
長

谷
川
線
に
つ
い
て
今
後
検
討

す
る
︒

問

土
地
の
容
積
率
、
建
ぺ

い
率
は
変
更
す
る
の
か
。

答

２
世
帯
住
宅
建
設
な
ど

緩
和
の
要
望
が
あ
る
の
で
︑

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
る
︒

問

都
市
計
画
の
線
引
き
見
直
し
は

答
長
野
地
区
の
工
業
地
域
編
入
を
協
議
中

品
川

義
則
議
員

▲現在、行き止まりの塚原・長谷川線

副
町
長
に
問
う

問

２
か
月
経
過
し
た
。
所

感
は
。

答

地
域
の
活
動
を
み
て
︑

感
動
し
て
い
る
︒
そ
の
方
々

の
応
援
団
に
と
考
え
て
い
る

問

け
や
き
台
で
は
｢ふ
る

さ
と
づ
く
り
｣

が
重
要
な

テ
ー
マ
と
考
え
て
い
る
が
。

答

｢ふ
る
さ
と
づ
く
り
｣は

今
後
に
む
け
て
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
︒
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築
造
１
３
５
０
年
事
業
に
間
に
合
う
か
と

の
質
問
に
対
し
︑
修
景
は
サ
ミ
ッ
ト
ま
で
に

は
間
に
合
う
と
の
こ
と
だ
っ
た
︒

軽
自
動
車
税
︑
来
年
４
月
か
ら
上

が
る税

条
例
の
一
部
改
正
で
︑
平
成

年
４
月

27

か
ら
軽
自
動
車
の
新
規
登
録
に
つ
い
て
︑
最

低
税
率
︵
年
額
︶
を
２
０
０
０
円
に
引
き
上

げ
︑
そ
れ
ぞ
れ
現
行
の
１
・

倍
か
ら
１
・
５

25

倍
に
改
定
さ
れ
る
︒

委
員
会
は
多
く
の
町
民
に
関
わ
る
こ
と
に

な
る
の
で
︑
周
知
を
徹
底
す
る
よ
う
に
要
望

し
た
︒

森
林
基
幹
林
道
﹁
九
千
部
山
横
断
線
﹂
は

基
山
町
か
ら
鳥
栖
市
︑
み
や
き
町
︑
上
峰
町
︑

吉
野
ヶ

里
町
を
通
る
全
長
２
万
２
３
８
１
ｍ

の
林
道
で
︑
平
成
３
年
か
ら
工
事
を
行
い
︑

平
成

年
度
で
全
線
開
通
す
る
︒
総
事
業
費

26
億
４
９
０
０
万
円
︵
国
費

％
︑
県
費

88

50

50

％
︶︒基

山
町
内
１
１
３
７
ｍ
は
平
成

年
に
は

13

完
成
し
て
い
た
︒
平
成

年
の
大
雨
で
崩
落

19

が
あ
り
復
旧
工
事
を
行
い
︑
管
理
移
管
が
遅

れ
て
い
た
が
︑
平
成

年
３
月

日
に
町
へ

26

31

移
管
が
完
了
し
た
︒

基
山
町
議
会
は
移
管
に
際
し
て
︑
鳥
栖
農

林
事
務
所
長
宛
に
﹁
擁
壁
の
ズ
レ
が
生
じ
て

い
る
こ
と
の
危
惧
﹂﹁
災
害
が
発
生
し
た
場
合

の
支
援
｣に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
て
い
た
︒

新
た
な
亀
裂
を
確
認

４
月
に
な
り
︑
鳥
栖
農
林
事
務
所
か
ら
新

た
な
亀
裂
が
確
認
さ
れ
た
と
連
絡
が
あ
り
︑

当
委
員
会
で
現
地
確
認
・
現
場
説
明
を
受
け

た
︒鳥

栖
農
林
事
務
所
か
ら
︑
新
た
な
亀
裂
の

原
因
は
﹁
花
崗
岩
の
土
砂
が
道
路
の
傾
斜
な

ど
の
影
響
で
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
﹂﹁
県
の
方
で
修
復
工
事
を
行
う
﹂
と
説

明
を
受
け
た
︒

当
委
員
会
と
し
て
は
︑
集
中
豪
雨
等
に
よ

る
崩
落
の
危
険
性
に
十
分
配
慮
し
︑
場
合
に

よ
っ
て
は
通
行
止
め
を
行
い
︑
安
全
な
道
路

行
政
を
行
う
よ
う
に
要
望
し
た
︒

町
は
︑
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
の
補
助
金
を
活
用
し
︑

新
規
に
消
防
自
動
車
を
配
備
す
る
︒
現
在
あ

る
９
台
と
も
が
配
備
か
ら

年
以
上
経
過
す

20

る
こ
と
か
ら
︑
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
２
台
と

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
７
台
を
購
入
す
る
︒

ま
た
︑
災
害
発
生
時
の
消
防
団
の
機
能
強

化
が
目
的
で
︑
情
報
収
集
︑
発
信
機
能
を
強

化
︑﹁
携
帯
用
無
線
機
﹂
や
﹁
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
﹂
等
の
装
備
の
充
実
︑
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
２
台
に
は
︑
大
規
模
災
害
に
対
応
す
る

﹁
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
﹂
や
﹁
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
﹂
等

の
救
助
活
動
用
資
機
材
を
充
実
す
る
︒

消
防
団
員
の
待
遇
改
善
で
は
︑
退
職
金
に

一
律
５
万
円
を
増
額
す
る
︒

委
員
会
と
し
て
は
︑
退
職
金
支
給
年
数
を

新
た
に
３
年
以
上
５
年
未
満
の
退
団
者
に
も

町
単
独
支
給
が
で
き
る
よ
う
に
要
望
し
た
︒

山
城
サ
ミ
ッ
ト
ま
で
に
は
間
に
合

わ
せ
る

基
肄
城
水
門
保
存
修
理
事
業
の
平
成

年
21

度
か
ら

年
度
ま
で
の
年
次
計
画
に
つ
い
て

27

説
明
を
受
け
た
︒
事
業
計
画
の
検
討
︑
南
側
︑

西
側
の
石
垣
発
掘
調
査
︑
工
事
を
行
い
︑
25

年
度
か
ら
は
︑
水
門
部
の
発
掘
調
査
︑
遺
構

に
即
し
た
設
計
変
更
な
ど
を
行
っ
た
︒

年
27

度
に
は
環
境
整
備
を
行
う
予
定
で
あ
る
︒
概

算
事
業
総
額
７
３
５
９
万
円
︒

九
千
部
山
横
断
線

新
た
な
亀
裂
見
つ
か
る

九
千
部
山
横
断
線

新
た
な
亀
裂
見
つ
か
る

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

消
防
自
動
車
全
車
８
３
０
０
万
円
で
更
新

消
防
自
動
車
全
車
８
３
０
０
万
円
で
更
新

総
務
文
教
常
任
委
員
会

▲新たに見つかった亀裂

▲鳥栖農林事務所から説明を受ける

10,800円

1,600円

3,700円

2,400円

標準税率（年額)

2,000円

2,000円

7,200円

1,000円

原動機付
自転車

1,200円

乗用
営業

3,600円2,400円

軽自動車
及び
小型特殊
自動車

3,900円3,100円

貨物

6,900円5,500円

営業

自家

2,500円

50cc以下

自家

改正額現行額

四輪車

三輪車

軽２輪（125cc超〜250cc以下）等

ミニカー

90cc超〜125cc以下

50cc超〜90cc以下

2,400円1,600円農耕作業用

5,000円4,000円

3,800円3,000円

6,000円4,000円二輪の小型自動車（250cc超）

5,900円4,700円その他（特殊作業用）
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議
会
を
傍
聴
さ
れ
る
町
民
の
皆
さ
ま
の
立

場
に
立
ち
︑﹁
誰
も
が
気
軽
に
傍
聴
で
き
る
環

境
﹂
を
主
眼
に
置
き
︑
こ
れ
ま
で
の
傍
聴
規

則
を
時
代
に
合
っ
た
も
の
に
す
る
た
め
︑
大

幅
に
改
正
を
行
っ
た
︒

◎
写
真
・
ビ
デ
オ
等
の
撮
影
︑
ま
た
︑
録
音
も

出
来
ま
す
︒

傍
聴
席
に
入
る
前
︑
傍
聴
届
に
ご
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
︒

◎
帽
子
や
マ
フ
ラ
ー
な
ど
の
着
用
も
出
来
ま

す
︒

詳
し
く
は
︑
傍
聴
席
入
口
に
記
載
し
て
い

る
傍
聴
規
則
を
お
読
み
く
だ
さ
い
︒

基
山
町
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
︑
小

委
員
会
制
度
を
設
け
︑
約
半
年
に
わ
た
り
審

議
し
︑
昭
和

年
施
行
の
文
言
︑
禁
止
条
項

48

を
平
成
４
年
以
来
︑

年
ぶ
り
に
大
幅
な
改

22

正
を
し
た
︒

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

傍
聴
席
で
は
他
の
方
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
︑
静
か
に
聴
い
て
い
た
だ
く
こ
と
︒

会
議
の
妨
げ
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

に
は
︑
議
長
か
ら
注
意
い
た
し
ま
す
︒

議
会
傍
聴
規
則

大
幅
に
改
正

議
会
傍
聴
規
則

大
幅
に
改
正

議
会
改
革
特
別
委
員
会

中
央
公
園
の
魅
力
を
生
か
し
た
図
書
館

桜
並
木
の
利
用
方
法
は

○
桜
並
木
に
沿
っ
た
歩
行
者
空
間
を
整
備
し

て
桜
並
木
通
り
に
す
る
︒

駐
車
場
・
駐
輪
場
の
確
保
は

○
駐
車
台
数
は
合
計

台
︑
駐
輪
台
数
は

45

14

台
︒
駐
輪
台
数
の
増
を
検
討
す
る
︒

図
書
館
内
装
は

○
木
材
を
天
井
に
も
利
用
し
て
安
ら
ぎ
の
あ

る
空
間
に
す
る
︒

今
後
の
図
書
館
建
設
の
工
程
は

○
具
体
的
な
設
計
︑
建
設
見
積
金
額
の
決
定

○
９
月
議
会
か
臨
時
会
に
予
算
案
の
議
案
提

示
○
予
算
案
の
議
決
以
降
︑
建
設
会
社
を
決
め

る
入
札
予
定

○

月
ぐ
ら
い
か
ら
建
設
予
定

11
○
図
書
館
本
体
の
建
設
完
了
は
平
成

年
27

10

月
予
定

○
駐
車
場
の
整
備
や
外
構
工
事
︑
内
装
や
備

品
購
入

○
新
図
書
館
オ
ー
プ
ン
は
平
成

年
４
月
予

28

定

新
図
書
館
の
概
要
固
ま
る

新
図
書
館
の
概
要
固
ま
る

図
書
館
等
建
設
検
討
特
別
委
員
会

▲公園と図書館の融合（イメージ図)

▲安らぎのある空間・天井は木材（イメージ図)



５月30日、２会場に分かれて第２回の「議会報告会」を開催しました。参加者は前回よりも少なく

43人でした。しかし、両方とも発言し易い雰囲気のなか活発な意見が出され、今後の町政のあり方、

議会活動について参考になり、充実した報告会・意見交換だったと感じました。

次回開催については、もっと多くの町民の方が参加できるように工夫したいと考えています。参加

された方どうもお疲れ様でした。

総務文教関係

・青少年問題協議会設置条例の改正

・非常備消防費 消防自動車購入

・電子黒板 小中学校に10台設置

・第５次総合計画

・図書館建設

基山小校区

・老人福祉政策の充実を

・コミュニティバスは弥生が丘まで延長を

・放課後児童クラブ指導員の待遇改善を

・本桜・城の上線完成後の利用は

・図書館建設費の詳しい説明を

・議会として人口増対策の論議は

・一般質問で財政問題の質疑を

・合併についての情報提供を

・下水道と合併浄化槽設置に負担の差がないように

・福祉交流館の樹木伐採と街灯設置を

若基小校区

・基肄城築造1350年事業について

・白坂久保田２号線工事の説明が不十分で、

住民とのずれがある

・白坂久保田２号線の議会のチェックは

・白坂信号から若基小への通学路の改善を

・農業を守る立場で農業問題の論議を

・けやき台駅周辺のバリアフリー化の促進を

・国民健康保険の値上げは慎重に

・来年の町議選挙の定数は

※町への要望は執行部にしっかり伝えてます。

※詳しい参加者の意見と議会側の回答及びアンケートはホームページに掲載しています。

厚生産業関係

・放課後児童クラブひまわりC教室の設置

・コミュニティバス運行

・白坂久保田２号線と本桜・城の上線の工事

・鳥栖基山都市計画の見直し

・下水道事業全体計画見直し

・国民健康保険の今後の見通し

平成26年６月 14

きやまん議会と語ろう！ 第２回議会報告会のまとめ

議会から３月定例会の報告

参加者から出された質問・意見

会場：福祉交流館

会場：町民会館
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平成26年 ９月基山町議会定例会会期日程(案)

議長交際費の公表（平成26年４月〜６月）議長交際費の公表（平成26年４月〜６月）

29,2942

4/18 大興善寺つつじ園開園式5,000御 祝

9,294

支出の相手方及び行事名等支出金額(円)

累計額(円)

支出種別

5/23 モール商店街協同組合第34回通常総会4,294御 祝

累計件数合計額(円)合計件数

意見書等の結果

ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度
を創設すること、身体障害者福祉法上の肝機能障
害による身体障害者手帳の認定基準を緩和し、患
者の実態に応じた認定制度にすることを求める。

ウイルス性肝炎患
者に対する医療費
助成の拡充を求め
る意見書

不採択
(賛成少数)

松石信男 議員
大山勝代 議員

十分な審議もないまま、国民の知る権利を侵
害する危険のある法律採決に改めて抗議し、
本法律を即時廃止することを求める。

特定秘密保護法の
廃止を求める意見
書

松石信男 議員
大山勝代 議員

品川義則 議員
重松一徳 議員

採択
(全員賛成)

提出者内 容件 名 結 果区 分

採択
(全員賛成)

林 博文 議員
品川義則 議員

不採択
(賛成少数)

一内閣の判断で憲法解釈を自由勝手に変更
することは、立憲主義の否定に他ならない。
国民に集団的自衛権行使容認を押し付ける
ことは、許されるものではない。

集団的自衛権行使
を容認する解釈改
憲を行わないこと
を求める意見書

教育の機会均等と水準の維持向上をはかる
ため、義務教育費国庫負担制度を堅持すると
ともに、国負担割合を２分の１に復元するこ
と、国の政策として、少人数学級を推進する
ことを求める。

義務教育費国庫負
担制度拡充・少人
数学級実現を求め
る意見書

意

見

書

基山町の公益に関する事柄について国会や関係行政庁に対して議会の議決に基づき意見書を提出すること
ができます。詳しくは事務局にお尋ねください。

一般質問本会議火9

会期決定・提案理由説明等・決算特別委員会設置本会議月8

９

備 考議事内容曜日月

委員長報告・討論採決
決算特別委員会

常任委員会委員会金12

本会議
委員会

一般質問・議案審議・委員会付託本会議木11

水

一般質問本会議水10

17

16

木

休会月15

18

休会日14

休会土13

休会土20

決算特別委員会委員会金19

決算特別委員会委員会

常任委員会（調整）委員会火

決算特別委員会（調整）
委員長報告・討論採決

委員会
本会議

月22

休会日21



意 見 交 換 の 時 間 を も っ と 長 く し て意 見 交 換 の 時 間 を も っ と 長 く し て
〜議会報告会参加者のアンケートから〜〜議会報告会参加者のアンケートから〜

平成26年６月 16

　議会報告会の説明は改　議会報告会の説明は改
めて参考になりました。めて参考になりました。
議会報告と一般的な質問議会報告と一般的な質問
の時間配分がほしい。の時間配分がほしい。
　 　　 　　（50代女性）　 　　 　　（50代女性）

　初めて参加したので　初めて参加したので
どのようにしていいのどのようにしていいの
かよくわからなかった。かよくわからなかった。
子ども子ども、学生との意見学生との意見
交換会などしてほしい交換会などしてほしい。
私たちも私たちも、子どもたち子どもたち
がどのように思っていがどのように思ってい
るのか知りたいと思う。るのか知りたいと思う。
　　　 　 （30代女性）　　　 　 （30代女性）

　女性や若い人　女性や若い人
が参加しやすいが参加しやすい
会にできるとい会にできるとい
いですね。いですね。
　　（50代男性）　　（50代男性）

　本日の討議は町道　本日の討議は町道
「白坂久保田２号線」「白坂久保田２号線」
の事案の質問が多く、の事案の質問が多く、
この件は別途行うべこの件は別途行うべ
きである。きである。
　　　 （60代男性）　　　 （60代男性）

　町の成長戦略、防衛戦略町の成長戦略、防衛戦略
を具体的な事例で理解してを具体的な事例で理解して
いきたい。議会および議員いきたい。議会および議員
の皆さんは今後「女性の活の皆さんは今後「女性の活
用」をどのように考えてお用」をどのように考えてお
られるのですか？られるのですか？
　　　　　 　 （60代男性）　　　　　 　 （60代男性）

　時間を有意義に使うこと　時間を有意義に使うこと。
短い時間しか意見交換ができ短い時間しか意見交換ができ
ないではないかないではないか。日々の生活日々の生活
で困ったことで困ったこと、要望があり出要望があり出
席していることを考えてもら席していることを考えてもら
いたい。　　　　（80代男性）いたい。　　　　（80代男性）

　議員の熱意　議員の熱意
が感じられてが感じられて
良かった良かった。今
日の出席者が日の出席者が
少ない少ない。反省反省
（原因）をお願（原因）をお願
いします。いします。
  （60代男性）  （60代男性） 　町民と議員　町民と議員、町民と町当局の町民と町当局の

認識の差が気にかかりました認識の差が気にかかりました。
問題の掘り下げが少ないように問題の掘り下げが少ないように
思います。　　　　（60代男性）思います。　　　　（60代男性）

　議会報告会の説明は改
めて参考になりました。
議会報告と一般的な質問
の時間配分がほしい。
　  　　　　（50代女性）

　初めて参加したので
どのようにしていいの
かよくわからなかった。
子ども、学生との意見
交換会などしてほしい。
私たちも、子どもたち
がどのように思ってい
るのか知りたいと思う。
　　　 　 （30代女性）

　女性や若い人
が参加しやすい
会にできるとい
いですね。
　　（50代男性）

　本日の討議は町道
「白坂久保田２号線」
の事案の質問が多く、
この件は別途行うべ
きである。
　　　 （60代男性）

　町の成長戦略、防衛戦略
を具体的な事例で理解して
いきたい。議会および議員
の皆さんは今後「女性の活
用」をどのように考えてお
られるのですか？
　　　　　 　 （60代男性）

　時間を有意義に使うこと。
短い時間しか意見交換ができ
ないではないか。日々の生活
で困ったこと、要望があり出
席していることを考えてもら
いたい。　　　　（80代男性）

　議員の熱意
が感じられて
良かった。今
日の出席者が
少ない。反省
（原因）をお願
いします。
  （60代男性） 　町民と議員、町民と町当局の

認識の差が気にかかりました。
問題の掘り下げが少ないように
思います。　　　　（60代男性）
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記記記記記

編

集

後
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編

集

後

記

笑
顔
と
声
が
響
き
合
う

子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
と
笑
顔
が
響
き
合
う

場
所
の
ひ
と
つ
に
﹁
公
園
﹂
の
存
在
が
あ
る
。

最
近
で
は
大
気
汚
染
物
質
や
熱
中
症
な
ど
の
影

響
も
あ
り
、
残
念
な
が
ら
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
懸

念
材
料
に
さ
え
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
い
声
が
戻
っ
て
き
た
場
所
が
﹁
中

央
公
園
﹂
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
に
よ
り

遊
具
と
ト
イ
レ
が
使
い
や
す
く
、
キ
レ
イ
に

な
っ
た
。
そ
の
影
響
が
こ
ん
な
に
も
如
実
に
表

れ
る
も
の
か
と
驚
い
た
。

い
よ
い
よ
こ
の
中
央
公
園
北
側
に
今
年
度
か

ら
町
立
図
書
館
の
建
設
工
事
が
ス
タ
ー
ト
す
る

予
定
。
再
来
年
の
こ
の
時
期
に
、
パ
ー
ク
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
更
に
情
報
、
交
流
、
笑
顔
が

交
錯
し
あ
う
場
所

に
な
る
た
め
に
も

し
っ
か
り
と
聴

く
、
見
る
、
考
え

る
議
会
と
し
て
の

役
割
を
改
め
て
考

え
て
い
き
た
い
。

︵
久
保
山
︶

委

員

長大
山

勝
代

副
委
員
長牧

薗

綾
子

委

員重
松

一
徳

広
報
編
集
委
員
会

委

員木
村

照
夫

委

員久
保
山
義
明

委

員神
前

輔
行

参加者：43人 アンケート回収数：35 性別：男 30人 女 ５人


